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(57)【要約】
【課題】クレーンに吊り下げられた吊具に給電するため 
の垂直巻き取り式の電動式ケーブルリールにおいて、ケ 
ーブルリールの寸法や、メンテナンス性を改善と、トル 
ク制御性能の向上を図ったケーブルリールを提供するこ 
と。
【解決手段】ケーブルリールＲＥに巻き上げ方向のトル 
クを発生させる電動機に多極電動機を採用することによ 
り減速機をなくしたダイレクトドライブ方式を採用し、 
吊具ＧＢの上下動作を制御する制御装置の動作情報に基 
づいて、ケーブルリールＲＥのトルクの増減制御を行う 
機能を有する。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク レ ー ン に 吊 り 下 げ ら れ た 吊 具 に 給 電 す る た め の 垂 直 巻 き 取 り 式 の ケ ー ブ ル リ ー ル で あ  
っ て 、 電 動 機 で 巻 き 上 げ 方 向 に ト ル ク を 発 生 す る こ と に よ り 吊 具 の 上 下 運 動 に 連 動 し て ケ  
ー ブ ル を ケ ー ブ ル リ ー ル に 巻 き 取 り 或 い は 引 き 出 し を す る 構 造 の ケ ー ブ ル リ ー ル に お い て  
、 前 記 電 動 機 に 、 多 極 電 動 機 を 採 用 す る こ と に よ り 減 速 機 を な く し た ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ  
方 式 を 採 用 し 、 吊 具 の 上 下 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 の 動 作 情 報 に 基 づ い て 、 ケ ー ブ ル リ ー  
ル の ト ル ク の 増 減 制 御 を 行 う 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電  
動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 吊 具 の 上 下 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 の 動 作 情 報 を 基 づ い て 、 吊 具 が 巻 き 上 げ 加 速 中  
で あ る 時 と 吊 具 が 巻 き 下 げ 減 速 中 で あ る 時 に 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 巻 き 取 り ト ル ク を 増 加 さ  
せ る よ う に し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式  
ケ ー ブ ル リ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吊 具 の 上 下 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 の 動 作 情 報 を 基 づ い て 、 吊 具 が 巻 き 上 げ 減 速 中  
で あ る 時 と 吊 具 が 巻 き 下 げ 加 速 中 で あ る 時 に 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 巻 き 取 り ト ル ク を 減 少 さ  
せ る よ う に し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式  
ケ ー ブ ル リ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 吊 具 の 上 下 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 の 動 作 情 報 を 基 づ い て 、 吊 具 が 巻 き 下 げ 中 で あ  
る 時 に ケ ー ブ ル リ ー ル の 巻 き 取 り ト ル ク を 減 少 さ せ る よ う に し て な る こ と を 請 求 項 １ に 記  
載 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ク レ ー ン の ク ラ ブ ト ロ リ に 設 置 す る ケ ー ブ ル リ ー ル で あ っ て 、 ク レ ー ン の 巻  
き 上 げ 装 置 に よ り 吊 り 下 げ ら れ た 吊 具 に 給 電 す る た め の 垂 直 巻 き 取 り 用 の ケ ー ブ ル リ ー ル  
の ト ル ク 発 生 源 が 電 動 機 で あ っ て 、 そ の 電 動 機 が 常 に 巻 き 取 り 方 向 に ト ル ク を 発 生 し て い  
る こ と で 吊 具 の 上 下 移 動 に 追 従 す る 方 式 の ケ ー ブ ル リ ー ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ク レ ー ン に 吊 り 下 げ ら れ た 吊 具 に 給 電 す る た め の 垂 直 巻 き 取 り ケ ー ブ ル リ ー ル は 、 そ の  
ケ ー ブ ル リ ー ル に 巻 き 取 ら れ る 垂 直 ケ ー ブ ル が 、 ケ ー ブ ル 自 ら の 自 重 に よ り ケ ー ブ ル 自 ら  
に 張 力 が 掛 か り 、 ケ ー ブ ル リ ー ル は そ の 張 力 に 勝 っ て ケ ー ブ ル を 巻 き 取 る だ け の 強 い ト ル  
ク で ケ ー ブ ル リ ー ル の ケ ー ブ ル ド ラ ム を 回 転 さ せ ケ ー ブ ル を 巻 き 付 け て い く 。 そ の た め 、  
巨 大 な ケ ー ブ ル へ の 張 力 に よ り ケ ー ブ ル の 損 傷 が 激 し く な り 、 そ れ を 緩 和 す る た め の 技 術  
が 求 め ら れ 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ３ に 提 案 さ れ て お り 、 更 な る ケ ー ブ ル 負 担 の 緩 和 も 求  
め ら れ て い る 。
　 更 に 、 吊 具 給 電 用 ケ ー ブ ル リ ー ル を 配 置 す る ク ラ ブ ト ロ リ 上 は 狭 小 で 、 ケ ー ブ ル リ ー ル  
の 出 っ 張 り 寸 法 を 改 善 し た コ ン パ ク ト な ケ ー ブ ル リ ー ル が 求 め ら れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ ― ２ ６ ０ ６ ８ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ８ ― １ ６ ２ １ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ２ １ ― ６ ６ ５ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 と こ ろ で 、 電 動 機 を ケ ー ブ ル の 巻 き 取 り ト ル ク の 発 生 源 と す る ケ ー ブ ル リ ー ル は 、 電 動  
機 と ケ ー ブ ル ド ラ ム と の 間 に 減 速 機 や チ ェ ー ン ・ ス プ ロ ケ ッ ト 等 の 減 速 装 置 を 配 置 し ト ル  
ク を 伝 達 し て い る が 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 電 動 機 の ト ル ク 設 定 値 は 、 ケ ー ブ ル を 巻 き 取 る の  
に 必 要 な ト ル ク と 減 速 装 置 の 減 速 効 率 を 加 算 し て 設 定 し て い る 。
　 そ の 状 態 に お い て 、 ケ ー ブ ル の 引 き 出 し を 行 う と 前 記 減 速 効 率 を 加 算 し た 電 動 機 の ト ル  
ク の 設 定 値 に 対 し て 、 引 き 出 し 時 の 減 速 装 置 の 逆 転 効 率 が 更 に 加 算 さ れ 、 そ の ト ル ク が ケ  
ー ブ ル に 張 力 と し て 掛 か る た め に 、 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 時 に は 、 ケ ー ブ ル に 対 し て 減 速 効 率  
が ２ 重 に 過 剰 ト ル ク と し て 掛 か っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
　 こ の 問 題 を 軽 減 す る た め に 、 逆 転 効 率 が 良 い 高 価 な 遊 星 減 速 機 を 採 用 し た り 、 笠 歯 車 を  
採 用 す る な ど の 工 夫 を し て い る が 根 本 対 策 に は 至 っ て い な か っ た 。
　 ま た 、 こ れ ら の 減 速 機 は 寸 法 が 大 き く な り 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 駆 動 部 の 寸 法 も 巨 大 化 す  
る と い う 問 題 も 有 し て い た 。
　 そ し て 、 電 気 装 置 で あ る ケ ー ブ ル リ ー ル で あ り な が ら 、 定 期 的 な 減 速 機 の オ イ ル 交 換 と  
い う 機 械 メ ン テ ナ ン ス 要 素 が 存 在 す る と い う 煩 わ し さ が あ っ た 。
　 更 に 、 減 速 装 置 の 負 荷 率 が 下 が る と 減 速 効 率 も 悪 く な る の で 、 安 全 率 の 余 裕 が な い 小 さ  
い 減 速 装 置 を 採 用 し 、 耐 久 性 の 余 裕 度 を 犠 牲 に し た ギ リ ギ リ の 設 計 を 余 儀 な く さ れ て い た  
。
　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 の ケ ー ブ ル リ ー ル に は 、 巻 き 取 ら れ た ケ ー ブ ル の 各 段 の 層  
の 切 り 替 わ り に よ っ て 巻 き 取 り 角 度 と 負 荷 ト ル ク の 関 係 が 僅 か に 非 直 線 性 の 特 性 に な る こ  
と に 着 目 し 、 そ の 僅 か な ト ル ク の 変 化 を 制 御 す る こ と に つ い て 提 案 さ れ て い る が 、 前 記 の  
２ 重 に 掛 か る 大 き な 減 速 効 率 は 、 こ の 僅 か な ト ル ク 変 化 の 伝 達 を 阻 み 、 大 ま か な ト ル ク 変  
化 を 伝 達 す る こ と し か で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ケ ー ブ ル リ ー ル の 運 転 に 必 要 な ト ル ク は 、 加 速 中 か 、 減 速 中 か 、 或 い は 巻 き 取 り 中 か 、  
引 き 出 し 中 か で 変 動 す る が 、 ケ ー ブ ル リ ー ル は ワ イ ヤ ー ド ラ ム に 吊 り 下 げ ら れ た 吊 具 の 動  
作 に 追 従 す る だ け の 装 置 で あ る た め 、 自 ら 動 作 を 決 め る 主 体 性 が な く 、 ケ ー ブ ル リ ー ル に  
必 要 な ト ル ク を 自 ら 制 御 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 点 に 鑑 み 、 ク レ ー ン に 吊 り 下 げ ら れ た 吊 具 に 給 電 す る た め の 垂  
直 巻 き 取 り 式 の 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル に お い て 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 寸 法 や 、 メ ン テ ナ ン ス  
性 を 改 善 と 、 ト ル ク 制 御 性 能 の 向 上 を 図 っ た ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ  
ー ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル は  
、 ク レ ー ン に 吊 り 下 げ ら れ た 吊 具 に 給 電 す る た め の 垂 直 巻 き 取 り 式 の ケ ー ブ ル リ ー ル で あ  
っ て 、 電 動 機 で 巻 き 上 げ 方 向 に ト ル ク を 発 生 す る こ と に よ り 吊 具 の 上 下 運 動 に 連 動 し て ケ  
ー ブ ル を ケ ー ブ ル リ ー ル に 巻 き 取 り 或 い は 引 き 出 し を す る 構 造 の ケ ー ブ ル リ ー ル に お い て  
、 前 記 電 動 機 に 多 極 電 動 機 を 採 用 す る こ と に よ り 減 速 機 を な く し た ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ 方  
式 を 採 用 し 、 吊 具 の 上 下 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 の 動 作 情 報 に 基 づ い て 、 ケ ー ブ ル リ ー ル  
の ト ル ク の 増 減 制 御 を 行 う 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 に お い て 、 前 記 吊 具 の 上 下 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 の 動 作 情 報 を 基 づ い て 、 吊  
具 が 巻 き 上 げ 加 速 中 で あ る 時 と 吊 具 が 巻 き 下 げ 減 速 中 で あ る 時 に 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 巻 き  
取 り ト ル ク を 増 加 さ せ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 吊 具 の 上 下 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 の 動 作 情 報 を 基 づ い て 、 吊 具 が 巻 き 上 げ  
減 速 中 で あ る 時 と 吊 具 が 巻 き 下 げ 加 速 中 で あ る 時 に 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 巻 き 取 り ト ル ク を  
減 少 さ せ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ま た 、 前 記 吊 具 の 上 下 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 の 動 作 情 報 を 基 づ い て 、 吊 具 が 巻 き 下 げ  
中 で あ る 時 に ケ ー ブ ル リ ー ル の 巻 き 取 り ト ル ク を 減 少 さ せ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル に よ れ ば 、 電 動 機 に 多 極 電 動  
機 を 採 用 す る こ と に よ り 減 速 機 を な く し た ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ 方 式 を 採 用 す る こ と で 、 減  
速 装 置 が 不 要 と な る こ と で 駆 動 部 の 寸 法 を 小 さ く で き 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 出 っ 張 り 寸 法 を  
小 さ く し た 。 ケ ー ブ ル リ ー ル の コ ン パ ク ト 化 を 図 る こ と が で き た こ と に よ り 、 狭 小 な ク レ  
ー ン の ク ラ ブ 上 の 寸 法 の 有 効 活 用 が 可 能 と な り 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 定 期 メ ン テ ナ ン ス に お  
い て は 、 減 速 機 の オ イ ル 交 換 と い う 機 械 メ ン テ ナ ン ス 要 素 を な く す こ と が で き 、 ケ ー ブ ル  
リ ー ル の メ ン テ ナ ン ス 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
　 ま た 、 減 速 装 置 を な く し た こ と に よ り 、 リ ー ル 駆 動 電 動 機 か ら 直 接 ケ ー ブ ル ド ラ ム に ト  
ル ク を 伝 達 す る こ と が 可 能 に な り 、 ト ル ク の 伝 達 が ダ イ レ ク ト に 行 え る こ と に よ り 微 細 な  
ト ル ク 制 御 が 可 能 に な り 、 減 速 機 の 減 速 効 率 が ケ ー ブ ル リ ー ル の ト ル ク 制 御 を 阻 害 し て い  
た 要 素 を 排 除 す る こ と で 、 ト ル ク 制 御 性 能 を 向 上 す る こ と が で き 、 減 速 効 率 を 配 慮 す る た  
め に 安 全 率 を 低 く 設 定 し た 減 速 機 の 耐 久 性 の 問 題 が な く な り 、 ケ ー ブ ル リ ー ル 装 置 及 び 同  
ケ ー ブ ル リ ー ル に 巻 き 取 ら れ る ケ ー ブ ル の 信 頼 性 を 大 幅 に 改 善 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 微 細 な ト ル ク 制 御 が 可 能 に な っ た 性 能 を 発 揮 す る に 当 た り 、 吊 具 を 吊 る ワ イ ヤ  
ー ド ラ ム が 運 転 し て い る 状 況 に よ り ケ ー ブ ル リ ー ル が ど の よ う に 動 作 す る か を 判 断 し 、 ク  
レ ー ン が 巻 き 上 げ 加 速 状 態 の 時 と 巻 き 下 げ の 減 速 状 態 の 時 に は 、 リ ー ル 駆 動 電 動 機 の ト ル  
ク を 増 大 さ せ 、 ク レ ー ン が 巻 き 上 げ 減 速 状 態 の 時 と 巻 き 下 げ の 加 速 状 態 の 時 に は 、 リ ー ル
駆 動 電 動 機 の ト ル ク を 減 少 さ せ 、 ク レ ー ン が 巻 き 下 げ 中 は 僅 か に リ ー ル 駆 動 電 動 機 の ト ル  
ク を 減 少 さ せ る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル の 負 担 を 軽 減 し ケ ー ブ ル の 延 命 化 を 図 る こ と が で き  
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ケ ー ブ ル リ ー ル を 適 用 し た ク レ ー ン の 概 略 説 明 図 で  
あ る 。
【 図 ２ 】 減 速 機 効 率 を 排 除 し た ケ ー ブ ル リ ー ル の 構 造 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 減 速 機 効 率 が ケ ー ブ ル リ ー ル の 引 き 出 し ト ル ク に 与 え る 影 響 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 減 速 機 の 負 荷 率 と 減 速 機 効 率 の 関 係 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 巻 き 取 り 時 の ブ ー ス ト ト ル ク に よ り 引 き 出 し ト ル ク を 抑 制 し た 場 合 の 説 明 図 で あ  
る 。
【 図 ６ 】 減 速 効 率 を 排 除 し た 時 の 制 御 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル の 実 施 の 形 態 を 、 図 面  
に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル を 適 用 し た ク レ ー ン  
の 概 略 説 明 図 で あ る 。
　 ク レ ー ン Ｃ Ｒ の ク ラ ブ ト ロ リ Ｔ Ｒ 上 の ワ イ ヤ ー ド ラ ム Ｗ Ｄ か ら ワ イ ヤ ー ロ ー プ Ｗ Ｒ で 完  
全 に 支 持 さ れ た 吊 具 Ｇ Ｂ が 吊 り 下 げ ら れ て お り 、 ワ イ ヤ ー ド ラ ム Ｗ Ｄ の 回 転 力 の み に よ り  
吊 具 Ｇ Ｂ が 上 下 さ れ る 。
　 ワ イ ヤ ー ド ラ ム Ｗ Ｄ の 横 に 配 置 さ れ た ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ か ら は ケ ー ブ ル Ｃ Ａ が 常 に 緊  
張 さ れ た 状 態 で 垂 れ 下 げ ら れ 固 定 金 具 Ｆ Ｓ で 固 定 さ れ 吊 具 Ｇ Ｂ に 給 電 さ れ て い る 。
　 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ は 、 常 に 巻 き 上 げ 方 向 に 巻 き 取 り ト ル ク が 発 生 し て お り 、 ケ ー ブ ル  
Ｃ Ａ は 常 に 緊 張 し た 状 態 に あ り 、 吊 具 Ｇ Ｂ が 巻 き 下 げ ら れ る と ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ に 巻 き  
付 け ら れ た ケ ー ブ ル が ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ の 巻 き 取 り ト ル ク で 緊 張 状 態 を 保 っ た ま ま 引 き  
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出 さ れ 、 吊 具 Ｇ Ｂ が 巻 き 上 げ ら れ る と ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ の 巻 き 取 り ト ル ク で ケ ー ブ ル Ｃ  
Ａ が 緊 張 を 保 っ た ま ま ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ に 巻 き 付 け ら れ る 。
　 こ の 時 、 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ の 巻 き 取 り ト ル ク は ケ ー ブ ル Ｃ Ａ と 固 定 金 具 Ｆ Ｓ を 支 持 す  
る だ け の 弱 い ト ル ク で 、 吊 具 の 荷 重 は 支 持 せ ず 、 吊 具 Ｇ Ｂ の 上 下 に 追 従 す る だ け の 弱 い ト  
ル ク に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 、 ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル の 一 実 施 例 を 示 す 。
　 ケ ー ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ に 巻 き 付 け ら れ た ケ ー ブ ル Ｃ Ａ は 、 ケ ー ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ か ら 中 空 軸  
Ｓ Ｈ 内 を 通 っ て ス リ ッ プ リ ン グ Ｓ Ｒ に 接 続 さ れ 、 ス リ ッ プ リ ン グ Ｓ Ｒ に 接 触 す る カ ー ボ ン  
ブ ラ シ Ｃ Ｂ に 接 続 さ れ た 固 定 配 線 か ら 回 転 す る ケ ー ブ ル Ｃ Ａ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 中 空 軸 Ｓ Ｈ に 接 続 さ れ た リ ー ル 駆 動 電 動 機 Ｄ Ｍ が 回 転 位 置 検 出 器 Ｐ Ｇ の 検 出 に  
よ り 制 御 さ れ た 所 定 の 回 転 ト ル ク を 発 生 し 、 中 空 軸 Ｓ Ｈ を 介 し て ケ ー ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ に 伝  
達 し 、 ケ ー ブ ル Ｃ Ａ を 巻 き 取 る ト ル ク を 発 生 さ せ て い る 。
　 従 来 は 、 リ ー ル 駆 動 電 動 機 Ｄ Ｍ と 中 空 軸 Ｓ Ｈ の 間 に 減 速 機 を 介 在 さ せ る こ と で 、 高 回 転  
で 小 さ い 定 格 ト ル ク の 汎 用 の リ ー ル 駆 動 電 動 機 Ｄ Ｍ や ブ レ ー キ Ｂ Ｒ を 採 用 し て い た 。 高 回  
転 な の で リ ー ル 駆 動 電 動 機 Ｄ Ｍ に は 誘 導 電 動 機 を 用 い る こ と も 可 能 で 低 コ ス ト の 部 品 で 構  
成 で き る メ リ ッ ト が あ っ た 。 た だ し 、 遊 星 減 速 機 を 用 い た 場 合 に は 中 空 軸 Ｓ Ｈ か ら 直 列 に  
減 速 機 と リ ー ル 駆 動 電 動 機 と ブ レ ー キ が 配 置 さ れ る の で 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 後 方 に 大 き な  
出 っ 張 り 寸 法 が 発 生 し 、 笠 歯 車 を 採 用 し た 場 合 に は 中 空 軸 Ｓ Ｈ か ら 上 方 或 い は 側 方 に 直 角  
に 角 度 を 曲 げ 減 速 機 と リ ー ル 駆 動 電 送 機 と ブ レ ー キ が 配 置 さ れ る の で 上 方 或 い は 側 方 へ の  
出 っ 張 り 寸 法 が 大 き く な っ て い た 。
　 こ の 実 施 例 で は 、 リ ー ル 駆 動 電 動 機 Ｄ Ｍ に 低 回 転 で 大 ト ル ク の 定 格 出 力 を 可 能 と す る 永  
久 磁 石 回 転 子 を 用 い る 多 極 の 同 期 電 動 機 を 用 い 、 ブ レ ー キ に は 大 型 の 大 ト ル ク の ブ レ ー キ  
を 採 用 す る こ と で 減 速 機 を 介 さ ず に 中 空 軸 Ｓ Ｈ を 直 接 駆 動 す る こ と を 可 能 と し て い る 。
　 こ れ に よ り 、 減 速 機 の 減 速 効 率 が ケ ー ブ ル リ ー ル の ト ル ク 制 御 を 阻 害 し て い た 要 素 を 排  
除 す る と と も に 、 ケ ー ブ ル リ ー ル の 後 方 或 い は 上 方 或 い は 側 方 に 大 き く 張 り 出 し て い た 駆  
動 装 置 の 張 り 出 し を な く し 、 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ の 配 置 場 所 で あ る 狭 小 な ク ラ ブ ト ロ リ Ｔ  
Ｒ 上 の 寸 法 の 有 効 利 用 を 可 能 に し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ の 定 期 メ ン テ ナ ン ス 箇 所 は 、 カ ー ボ ン ブ ラ シ Ｃ Ｂ の 交 換 や ス リ ッ プ  
リ ン グ の 摩 耗 管 理 や 磨 り 合 わ せ 、 ケ ー ブ ル Ｃ Ａ の 損 傷 確 認 や ト ル ク 制 御 定 数 の 管 理 や デ ー  
タ 記 憶 用 電 池 の 交 換 な ど 様 々 な 電 気 技 術 者 に よ る 点 検 を 要 す る 電 気 装 置 で あ る の に も か か  
わ ら ず 、 唯 一 減 速 機 の オ イ ル 交 換 の み 機 械 技 術 者 に よ る メ ン テ ナ ン ス が 必 要 で あ っ た 。
　 こ の 減 速 機 を な く し た ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ に お い て は 、 減 速 機 の オ イ ル の 定 期 交 換 と い  
う 唯 一 の 機 械 メ ン テ ナ ン ス 要 素 を な く し 、 電 気 メ ン テ ナ ン ス 項 目 の み に す る こ と で 、 メ ン  
テ ナ ン ス 性 の 改 善 が で き た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 減 速 機 効 率 が ケ ー ブ ル リ ー ル の 引 き 出 し ト ル ク に 与 え る 影 響 に つ い て 、 図 ３ を 用 い て 説  
明 す る 。
　 ケ ー ブ ル Ｃ Ａ を 巻 き 取 る 時 に 要 す る 巻 き 取 り ト ル ク Ｈ Ｔ は 、 ケ ー ブ ル Ｃ Ａ の 単 位 長 さ 当  
た り の 重 量 に 垂 れ 下 が り 長 さ Ｌ を 乗 じ た 重 量 に 固 定 金 具 Ｆ Ｓ を 加 算 し た 重 量 が 垂 れ 下 が り  
重 量 と な り 、 ケ ー ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ の 中 心 位 置 か ら ケ ー ブ ル Ｃ Ａ の 垂 れ 下 が り 位 置 ま で の 寸  
法 に 前 記 垂 れ 下 が り 重 量 を 掛 け 合 わ せ た ト ル ク が ケ ー ブ ル 負 荷 ト ル ク Ｃ Ｔ と な る が 、 ケ ー  
ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ な ど の 回 転 物 や ケ ー ブ ル Ｃ Ａ な ど の 直 線 移 動 体 が 持 つ 慣 性 力 を 加 速 さ せ る  
た め の 加 速 ト ル ク Ａ Ｔ と ケ ー ブ ル 負 荷 ト ル ク Ｃ Ｔ を 加 算 し た ト ル ク 値 が ケ ー ブ ル Ｃ Ａ の 巻  
き 取 り に 必 要 な 巻 き 取 り ト ル ク Ｈ Ｔ と な る 。
　 こ の 時 、 ケ ー ブ ル Ｃ Ａ の 巻 き 取 り に 必 要 な 巻 き 取 り ト ル ク Ｈ Ｔ を 発 生 さ せ る た め に は 、  
減 速 機 効 率 η Ｇ 分 の ト ル ク を 加 算 し た ト ル ク を 電 動 機 ト ル ク Ｍ Ｔ と し て リ ー ル 駆 動 電 動 機  
Ｄ Ｍ が 発 生 し な い と い け な い 。
　 前 記 の 減 速 機 効 率 η Ｇ 分 の ト ル ク を 加 算 し た 電 動 機 ト ル ク Ｍ Ｔ を 発 生 し て い る 状 態 で 吊  
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具 Ｇ Ｂ が 巻 き 下 が り ケ ー ブ ル Ｃ Ａ が 引 っ 張 る と 、 減 速 機 逆 転 効 率 η Ｒ の 相 当 分 の ト ル ク が  
更 に 加 算 さ れ 引 き 出 し ト ル ク Ｒ Ｔ が 発 生 し 、 こ の 時 、 ケ ー ブ ル Ｃ Ａ に は 減 速 機 効 率 η Ｇ と  
減 速 機 逆 転 効 率 η Ｒ が ２ 重 に 掛 か っ た よ う な 状 態 に な り 、 こ の 時 の 引 き 出 し ト ル ク Ｒ Ｔ は  
２ 重 の 減 速 機 効 率 に よ り 必 要 ト ル ク の 約 ２ 倍 相 当 に も な り 、 大 き な 引 き 出 し ト ル ク Ｒ Ｔ に  
起 因 す る 過 剰 張 力 が ケ ー ブ ル Ｃ Ａ の 損 傷 の 要 因 に な っ て い た 。
　 こ の よ う な 減 速 機 効 率 に よ る ト ル ク は 、 電 動 機 の ト ル ク 制 御 の 部 分 に 占 め る 比 率 が 大 き  
く な り 、 微 細 な ト ル ク 制 御 を 行 お う と し て も 、 減 速 機 損 失 の 中 に 埋 も れ て し ま う た め 、 粗  
い 分 解 能 で 大 ま か な ト ル ク 制 御 を 行 う こ と し か で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 と こ ろ で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 減 速 機 が 伝 達 す る 減 速 機 負 荷 率 Ｌ Ｇ が 小 さ く な る と 、 そ  
れ に 伴 い 減 速 機 効 率 η Ｇ が 悪 く な る こ と か ら 、 減 速 機 効 率 η Ｇ が ２ 重 で ケ ー ブ ル に 影 響 す  
る ケ ー ブ ル リ ー ル に お い て は 、 減 速 機 の 効 率 を 高 効 率 の 状 態 に す る 必 要 性 が あ り 、 減 速 機  
の 安 全 率 を 上 げ て 頑 丈 な 減 速 機 を 使 用 す る こ と が で き ず 、 減 速 機 が ネ ッ ク と な り 頑 丈 な ケ  
ー ブ ル リ ー ル を 製 作 す る こ と が で き な か っ た 。 そ し て 、 遊 星 減 速 機 な ど の 逆 転 効 率 の 良 い  
高 価 な 減 速 機 を 採 用 す る な ど の 必 要 性 に も 迫 ら れ て い た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 、 ２ 重 の 減 速 機 効 率 分 の ト ル ク が 負 荷 と な り 、 引 き 出 し ト ル ク Ｒ Ｔ が 過 大 に  
な る こ と を 少 し で も 軽 減 す る 方 法 と し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ク レ ー ン  
吊 具 が 巻 き 上 げ 中 で あ る 信 号 を 受 け て ト ル ク 値 を 増 加 さ せ 、 ブ ー ス ト ト ル ク Ｂ Ｔ と す る こ  
と に よ り 、 巻 き 上 げ を し て い な い 時 、 つ ま り 停 止 中 或 い は 引 き 出 し 中 は 、 減 速 機 効 率 η Ｇ  
分 に 相 当 す る 加 速 ト ル ク Ａ Ｔ 分 を 減 算 し た 電 動 機 ト ル ク Ｍ Ｔ と す る こ と で 、 停 止 中 の 荷 振
れ な ど で 弛 ん だ ケ ー ブ ル を 加 速 す る こ と な く ゆ っ く り と 巻 き 取 り 、 引 き 出 し 時 は 、 引 き 出  
し ト ル ク Ｒ Ｔ を 減 速 機 逆 転 効 率 η Ｒ の み の 過 剰 ト ル ク に 抑 制 さ せ て い る 。
　 し か し な が ら 、 減 速 機 逆 転 効 率 η Ｒ に 起 因 し て ケ ー ブ ル Ｃ Ａ に 掛 か る 過 剰 張 力 は 排 除 で  
き て い な か っ た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 、 減 速 機 効 率 に 伴 う 負 荷 で ケ ー ブ ル に 過 剰 張 力 が 掛 か る こ と を 防 ぐ た め に 、  
こ の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 減  
速 機 を 使 用 し な い ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ 方 式 を 採 用 し て い る 。
　 こ れ に 伴 い 、 減 速 機 効 率 に 伴 う ト ル ク 伝 達 の 阻 害 す る 要 素 が 除 去 さ れ る た め 微 細 な ト ル  
ク 制 御 が 可 能 に な る 。
　 し か し な が ら 、 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ は ワ イ ヤ ー ド ラ ム Ｗ Ｄ に よ り 上 下 す る 吊 具 Ｇ Ｂ に 追  
従 す る 存 在 で 、 自 ら が 主 体 的 に 動 作 す る 機 構 で な い た め 、 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ 自 身 で ト ル  
ク を 調 節 す る の が 困 難 で 、 ワ イ ヤ ー ド ラ ム Ｗ Ｄ を 動 作 さ せ て い る 巻 き 上 げ 制 御 装 置 の 動 作  
情 報 か ら ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ の ト ル ク を 変 化 さ せ る と 的 確 な 制 御 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ の 各 状 態 に お け る 必 要 ト ル ク を 、 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
　 先 ず 、 ケ ー ブ ル 負 荷 ト ル ク Ｃ Ｔ は 、 ケ ー ブ ル の 単 位 長 さ 当 た り の 重 量 に 垂 れ 下 が り 長 さ  
Ｌ を 乗 算 し 、 そ れ に 固 定 金 具 Ｆ Ｓ の 重 量 を 加 算 し た 垂 れ 下 が り 重 量 を 算 出 し 、 そ の 垂 れ 下  
が り 重 量 に ケ ー ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ の 中 心 か ら ケ ー ブ ル 垂 れ 下 が り 位 置 ま で の 支 点 間 寸 法 を 乗  
算 す る こ と で 算 出 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 ケ ー ブ ル 負 荷 ト ル ク Ｃ Ｔ は 垂 れ 下 が り 長 さ Ｌ に よ り 変 化 す る 値 で 、 特 許 文  
献 １ や 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 内 容 と 同 様 に 、 リ ー ル 駆 動 電 動 機 Ｄ Ｍ に 装 備 す る 回 転 位 置 検 出  
器 Ｐ Ｇ の 検 出 値 に 基 づ い て 電 動 機 ト ル ク Ｍ Ｔ を 変 化 さ せ る こ と で 適 切 に 変 化 さ せ る こ と が  
で き る 。
　 こ の ケ ー ブ ル 負 荷 ト ル ク Ｃ Ｔ に ケ ー ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ 等 の 回 転 部 分 や ケ ー ブ ル 等 の 移 動 体  
が 持 つ 慣 性 力 を 加 速 す る 加 速 ト ル ク Ａ Ｔ を 加 算 し た 値 が 必 要 な 巻 き 取 り ト ル ク Ｈ Ｔ で 、 こ  
れ に 僅 か な が ら に 存 在 す る 軸 受 部 の ロ ス で あ る 軸 受 効 率 η Ｂ に よ る ト ル ク を 加 算 し た ト ル  
ク 値 が 、 巻 き 取 り 加 速 時 に リ ー ル 駆 動 電 動 機 Ｄ Ｍ の ト ル ク 発 生 量 と し て 必 要 と す る 巻 き 取  
り 加 速 時 ト ル ク Ｍ Ｔ １ で あ る 。
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　 そ し て 、 こ の 巻 き 取 り 加 速 時 ト ル ク Ｍ Ｔ １ か ら 加 速 ト ル ク Ａ Ｔ を 除 い た 値 が 、 ケ ー ブ ル  
巻 き 取 り が 加 速 を 終 え 一 定 速 で 巻 き 取 っ て い る 時 に 必 要 な 巻 き 取 り 定 常 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ２ と  
な る 。
　 そ し て 、 巻 き 取 り 定 常 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ２ か ら ケ ー ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ な ど の 回 転 部 分 や ケ ー ブ  
ル Ｃ Ａ な ど の 移 動 体 が 持 つ 慣 性 力 を 減 速 す る 減 速 ト ル ク Ｄ Ｔ を 減 算 し た ト ル ク 値 が 巻 き 取  
り 時 の 減 速 時 に 必 要 な 巻 き 取 り 減 速 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ３ と な る 。
　 そ し て 、 停 止 時 に 必 要 と す る 停 止 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ４ は 、 巻 き 取 り 定 常 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ２ と 同  
じ ト ル ク 値 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 引 き 出 し Ｐ Ｄ 方 向 に 操 作 す る 時 は 、 加 速 ト ル ク Ａ Ｔ と 減 速 ト ル ク Ｄ Ｔ 及 び 軸 受 効 率 η Ｂ  
が す べ て 巻 き 取 り Ｒ Ｕ 時 と は 逆 に 作 用 す る 。
　 こ の た め 、 引 き 出 し 時 の 加 速 時 は ケ ー ブ ル 負 荷 ト ル ク Ｃ Ｔ か ら 加 速 ト ル ク Ａ Ｔ と 軸 受 効  
率 を 減 算 し た ト ル ク 値 が 引 き 出 し 加 速 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ５ と な り 、 引 き 出 し 時 の 一 定 速 に な っ  
た 時 の ト ル ク は ケ ー ブ ル 負 荷 ト ル ク Ｃ Ｔ か ら 軸 受 効 率 η Ｂ を 減 算 し た ト ル ク 値 が 引 き 出 し  
定 常 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ６ と な り 、 引 き 出 し 定 常 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ６ に 減 速 ト ル ク Ｄ Ｔ を 加 算 し た の  
が 引 き 出 し 減 速 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ７ と な る 。
　 な お 、 図 ６ に 示 す Ｍ Ｔ １ ～ Ｍ Ｔ ７ ま で の す べ て の 状 態 に お い て 、 あ る 一 定 の ト ル ク 値 を  
僅 か に 加 算 し て お く こ と に よ り 、 荷 振 れ 等 の 外 乱 に よ る ケ ー ブ ル の ふ ら つ き を な く し 一 定  
の 張 り 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ の 必 要 と す る ト ル ク が 図 ６ に 示 す ど の 状 態 に な っ て い る の か は 、 ワ
イ ヤ ー ド ラ ム Ｗ Ｄ を 駆 動 す る 巻 き 上 げ 電 動 機 を 制 御 す る 巻 き 上 げ 速 度 制 御 装 置 （ イ ン バ ー  
タ 制 御 装 置 等 ） の 制 御 情 報 に よ り 判 断 を 行 う 。
　 巻 き 上 げ 速 度 制 御 装 置 が 巻 き 上 げ 加 速 中 で あ れ ば 巻 き 取 り 加 速 時 ト ル ク Ｍ Ｔ １ 、 巻 き 上  
げ 速 度 制 御 装 置 が 巻 き 上 げ 定 速 運 転 中 で あ れ ば 巻 き 取 り 定 常 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ２ 、 巻 き 上 げ 速  
度 制 御 装 置 が 巻 き 上 げ 減 速 中 で あ れ ば 巻 き 取 り 減 速 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ３ 、 巻 き 上 げ 速 度 制 御 装  
置 が 停 止 中 で あ れ ば 停 止 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ４ 、 巻 き 上 げ 速 度 制 御 装 置 が 巻 き 下 げ 加 速 中 で あ れ  
ば 引 き 出 し 加 速 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ５ 、 巻 き 上 げ 速 度 制 御 装 置 が 巻 き 下 げ 定 速 運 転 中 で あ れ ば 引  
き 出 し 定 常 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ６ 、 巻 き 上 げ 速 度 制 御 装 置 が 巻 き 下 げ 減 速 中 で あ れ ば 引 き 出 し 減  
速 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ７ と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 時 、 実 際 に 減 速 機 を な く し た ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ 方 式 の ケ ー ブ ル リ ー ル を 駆 動 す る  
の に 当 た り 、 ト ル ク 設 定 の 基 準 値 は ケ ー ブ ル 負 荷 ト ル ク Ｃ Ｔ に 軸 受 効 率 に 伴 う ト ル ク を 加  
算 し た 巻 き 取 り 定 常 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ２ 、 停 止 時 ト ル ク Ｍ Ｔ ４ の 値 に 更 に 前 記 の 外 乱 に よ る ケ  
ー ブ ル の ふ ら つ き を な く し 一 定 の 張 り 持 た せ る 僅 か な ト ル ク 加 算 を し た 値 を リ ー ル 駆 動 電  
動 機 の 基 準 ト ル ク 値 に 設 定 す る 。
　 そ し て 、 巻 き 上 げ 速 度 制 御 装 置 が 、 巻 き 上 げ 加 速 中 で あ る か 、 或 い は 巻 き 下 げ 減 速 中 で  
あ る 時 、 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ に 対 し ト ル ク 値 の 増 加 指 示 を 出 力 す る こ と で 、 ケ ー ブ ル Ｃ Ａ  
の 弛 み の 発 生 を な く す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 巻 き 上 げ 速 度 制 御 装 置 が 巻 き 上 げ 減 速 中 で あ る か 、 或 い は 巻 き 下 げ 加 速 中 で あ る  
時 は 、 ケ ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ に 対 し 、 ト ル ク 値 の 低 減 指 示 を 出 力 す る こ と で 、 ケ ー ブ ル Ｃ Ａ  
に 掛 か る 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 巻 き 上 げ 速 度 制 御 装 置 が 巻 き 下 げ 運 転 中 は 、 軸 受 効 率 分 の ２ 倍 の ト ル ク 値 分 を ケ  
ー ブ ル リ ー ル Ｒ Ｅ に 対 し ト ル ク の 低 減 指 令 を 送 る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル に 掛 か る 負 担 を 更  
に 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 減 速 機 を な く し た ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ 方 式 は 、 減 速 機 部 分 で 発 生 し て い た 減 速 機 効 率 η  
Ｇ 及 び 減 速 機 逆 転 効 率 η Ｒ に よ る 過 大 な 負 荷 を 取 り 除 く こ と に な り 、 ト ル ク の 伝 達 を 阻 害  
す る 要 素 は 僅 か な 軸 受 部 の 軸 受 効 率 η Ｂ の み に な り 大 幅 に 小 さ く す る こ と が で き る 。
　 と こ ろ で 、 ケ ー ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ の 片 側 の み で 軸 受 Ｂ Ｂ で 支 持 を す る 構 造 方 式 で あ る 図 ２  
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の 片 持 ち 構 造 か ら 、 ケ ー ブ ル ド ラ ム Ｃ Ｄ の 両 側 に 軸 受 Ｂ Ｂ を 配 置 す る 両 持 ち 構 造 に 変 更 し  
た 場 合 は 、 軸 受 効 率 η Ｂ の 値 を 更 に 改 善 で き 、 よ り 理 想 的 な ト ル ク 制 御 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル に つ い て 、 そ の 実 施 例  
に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 実 施 例 に 記 載 し た 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の  
趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 適 宜 そ の 構 成 を 変 更 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の ク レ ー ン 吊 具 給 電 用 ト ル ク 電 動 式 ケ ー ブ ル リ ー ル に よ れ ば 、 多 極 電 動 機 を 用 い  
る こ と に よ り 減 速 機 を な く し た ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ 方 式 を 採 用 す る こ と に よ り 、 減 速 機 を  
な く す こ と に よ る コ ン パ ク ト 化 は も ち ろ ん の こ と 、 減 速 機 の 効 率 が ２ 重 に ケ ー ブ ル の 過 負  
荷 要 因 と な る 欠 点 を 解 消 し 、 こ の 欠 点 が ネ ッ ク と な り 減 速 機 の 安 全 率 を 上 げ る こ と が で き  
な い と い う ケ ー ブ ル リ ー ル の 短 所 を 解 消 す る と と も に 、 電 動 機 と ケ ー ブ ル の 間 の ト ル ク 伝  
達 の 阻 害 要 因 と な っ て い た 減 速 機 が な く な っ た こ と で 微 細 な ト ル ク 制 御 を 可 能 に す る こ と  
を 実 現 し 、 産 業 上 の 利 用 価 値 が 非 常 に 高 い も の と な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｃ Ｒ   ク レ ー ン
　 Ｔ Ｒ   ク ラ ブ ト ロ リ
　 Ｗ Ｄ   ワ イ ヤ ー ド ラ ム
　 Ｗ Ｒ   ワ イ ヤ ー ロ ー プ
　 Ｇ Ｂ   吊 具
　 Ｒ Ｅ   ケ ー ブ ル リ ー ル
　 Ｃ Ａ   ケ ー ブ ル
　 Ｆ Ｓ   固 定 金 具
　 Ｌ   垂 れ 下 が り 長 さ
　 Ｃ Ｄ   ケ ー ブ ル ド ラ ム
　 Ｓ Ｈ   中 空 軸
　 Ｄ Ｍ   リ ー ル 駆 動 電 動 機
　 Ｐ Ｇ   回 転 位 置 検 出 器
　 Ｂ Ｒ   ブ レ ー キ
　 Ｂ Ｂ   軸 受
　 Ｔ Ｂ   端 子 台
　 Ｓ Ｒ   ス リ ッ プ リ ン グ
　 Ｃ Ｂ   カ ー ボ ン ブ ラ シ
　 Ｈ Ｔ   巻 き 取 り ト ル ク
　 Ｍ Ｔ   電 動 機 ト ル ク
　 η Ｇ   減 速 機 効 率
　 η Ｒ   減 速 機 逆 転 効 率
　 Ｒ Ｔ   引 き 出 し ト ル ク
　 Ｌ Ｇ   減 速 機 負 荷 率
　 Ｂ Ｔ   ブ ー ス ト ト ル ク
　 Ａ Ｔ   加 速 ト ル ク
　 Ｃ Ｔ   ケ ー ブ ル 負 荷 ト ル ク
　 Ｄ Ｔ   減 速 ト ル ク
　 Ｖ   速 度
　 ｔ   時 間
　 Ｒ Ｕ   巻 き 取 り
　 Ｐ Ｄ   引 き 出 し
　 η Ｂ   軸 受 効 率
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　 Ｍ Ｔ １   巻 き 取 り 加 速 時 ト ル ク
　 Ｍ Ｔ ２   巻 き 取 り 定 常 時 ト ル ク
　 Ｍ Ｔ ３   巻 き 取 り 減 速 時 ト ル ク
　 Ｍ Ｔ ４   停 止 時 ト ル ク
　 Ｍ Ｔ ５   引 き 出 し 加 速 時 ト ル ク
　 Ｍ Ｔ ６   引 き 出 し 定 常 時 ト ル ク
　 Ｍ Ｔ ７   引 き 出 し 減 速 時 ト ル ク
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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